


















第一章 　思想と反国家主義的傾向 　第二章 　我国に於ける思想問題の起源 　第三章 　民主主義 　第四章 　民主主義の緒相 　第




























個人主義に対立するものは、家族主義とか国家主義といった団体主義である。この個人主義と ったものは “家 とか“国家”よりも、じぶ


















小序 　社会主義と企業者の職分 　労働者生産組合 　社会主義的産業組織に対するマーシャル博士の批評 　ギルド社会主義に対


















救済することを叙したものという（ 「自序」 ） 。
同書は上中下の三巻からなり、内容の概略は
─
第一編 　社会組織の発端 　第一章 　動物生存の実相 　第二章 　社会組織の資格 　第三章 　社会
組織の事由 　第二編 　社会組織の内容 　第一章 　社会の差等 　第二章 　社会の実体 　第三章 　社会の
政せい
教きょう





































　一 　怠ける権利 　　一 　哀れなる独断 　二 　労働の至福 　三 　生
産過剰の結果 　四 　新しい
楽がく
に新しい曲 　二 　社会主義的社会観 　一 　社会主義と知識階
級 　二 　資本主義 破綻 　三 　婦人問題 　四 　社会主義の理想 　五 　馬の権利と人の権利






















第一編 　第一章 　現代文化の特徴と其の転機 　第二章 　階級意識と






















一 　社会政策序論 　第一章 　『社会』の発見 　第二章 　個人人格と国家人格 　第三章 　物格の支配より人格の支配へ 　第四章





















































第一編 　中世の農村生活 　第一章 　アングロサクソンの村落共産体 　第二章 　国民の
衰すい
頹たい　第三章 　荘園の村落 　第四章 　自


















第一篇 　社会運動の理論的根拠 　第一章 　社会観念の発達 　第二章 　人類生活共同化の行程 第三章 　経済生活と人格生活 　


























開会の辞（処女会中央部理事長） 　山脇房子 　婦人問題概観（成女高等女学校長） 　宮田修 　欧州処女の節制問題（宮内省御用
掛兼内閣内務省嘱託） 　国府種徳 　 の修養（三輪田高等女学校長 　処女 中央部理事） 　三輪田元道 　所感 　掘内信水 　処女会と補習教育 　乗
杉嘉壽 　頽廃思想を
戒いまし
む 　湯原元一 　処女の貞操 　久布臼落実 　処女会について 　大























序文 　第一章 　サン・シモンの新社会観 　第二章 　ロバート・オウエンの生涯と其の思想 　第三章 　フウリエの理





五五六頁もある大著である。が、 “章節” （大きな段落）はなく、一から六十まで各テーマについて述べられている。た えば
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しく理解する所以であるという（ 「序」 ） 。
内容の概略は
─
第一編 　被支配者階級の諸研究 　第一章 　一揆の歴史 　第二章 　土民一揆の歴史 　第三章 　百姓一揆の歴史 　第四章 　百姓一
揆の鎮圧 　第五章 　古代日本に於ける労働の歴史 　第六章 　我国人身売買沿革史 　第七章 　特殊部落民解放論 　第八章 　日本農民史雑考






の経済史観 　第三章 　家族問題としての華族制度 　第三編
　社会生活史の諸研究 　第一章 　上代日本人より現代日本人へ 　第二章 　我国社会階級史について 　第三章 　我国経済生活の諸特徴 　第四章 　我












































































































第一章 　資本主義社会の組織 　第二章 　資本主義経済学説 　第三

































要なものは、唯物史観と余剰価値論であり、マルクス文献の大部分を占めるものは、唯物史観に関するものという（ 「マルキシズムとしてのボルシエヴヰズム」 ） 。
内容の概略は
─
　一 　マルキシズムとしてのボルシエヴヰズム 　二 　レニンの国家理論 　三 　ボルシエヴヰズムの『資本主義への降伏』 　四








一 　支那社会の本質及び作用 　二 　支那の両面観 　三 　支那の家族主義 　四 　支那社会の階級闘争 　五 　支那の文化問題 　六








（仲買人） 　九 　朝鮮の文化問題 　十
































第一章 　緒論 　第二章 　復旧運動とその反動 　
第三章 　産業革命 　第四章 　旧英国 　第五章 　近代英国の建設（一八一五～六七） 　第六章 　仏蘭西に於ける民主主義とその反動 　第七章 　中部
欧ヨー ロッパ
羅巴















第一講 　労農露西亜の政治組織（山川均） 　第二講 　労農露西亜の経済政策（猪俣津南雄） 　第三講 　革命ロシアの教育（新明





























Introductin to the H

















































































第一章 　社会問題 　第二章 　無産階級 　第三章 　社会問題解決に関する根本思想 　第四章 　社会政策の概念 　第五章 　社会政
















著者は、科学者が実験室にでも入るつもりで、ロシアの社会を取りあつかってみたかった、と語っている（ 「自序」 ） 。内容の概略は
─





引用者） 　第四章 　露西亜社会の自覚 　第











第一編 　社会苦の考察 　第二編 　貧窮に関する思想の推移 　第三編

















第一編 　社会主義運動 　第二編 　普通選挙運動 　第三編
　農村問題 　第四編 　婦人問題及婦人運動 　第五編 　労働運動の歴史 　第六編 　特殊民解放






























う（ 「緒言」 ） 。
内容の概略は
─





題と産業管理 　第二編 　労働運動 　第五章 　労働運動の特色 　第六章 　労働運動の機能 　第七章 　労働組合の発達 　第八章 　国際的労働運動 　第九章 　労働運動の新傾向


















き発表した論文をまとめて一書としたものである（ 「序」 ） 。
本書は「上編」と「下編」の二部から構成されている。内容の概略は
─
上編 　農業社会主義論 　第一章 　農業社会主義の意義と地位と分派 　第二章 　社会主義的土地制度改良論者 　第三章 　農業社
会主義的土地制度改良論者 　第四章 　地代課税主義土地制度改良論者 　附録 農露国 農業



























































訳者序 　序 　第一章 　小経営の崩壊 　第二章 　プロ




















の種の研究がすくないこ にかんがみ、できるだけ確実な材料をあつめ執筆したという（ 「序」 ） 。
内容の概略は
─
第一章 　日本と日本人 　第二章 　人口と食糧 　第三章 　
壽じゅ
命みょう
と体格 　第四章 　離婚 　第五章 　犯罪 　第六章 　不良少年 　第七




病びょう　第十一章 　肺病 　第十二章 　
脚かっけ




者しゃ　第十七章 　貧窮病 　第十八章 　子供の運命 　第十九章 災害 　第二十章 　伝染病 　第二十一章 　心理学 　第二十二章 　煩




































後者のばあいは、個人と個人との愛情にも づく婚姻であり、 “自由恋愛”によって成立する。が、何らかの作用によって、双方の 情に裂け



























序論 　第一篇 　マルクスの修業時代 　第二篇 　マルクス主義の形成 　第三篇 　運動と波瀾の時代 　第四篇 　マルクス社会学 　
























　第二章 　ソリダリテの語義 　第三章 　ソリダリズムの意義 　第四章 　ソリダリ



























第一 　カント学派の社会哲学 　第二 　社会哲学に関する私見 　第三 　社会哲学と経済哲学 　第四 　社会哲学と歴史哲学 　第五





たものという（ 「凡例」 ） 。
内容の概略は
─
緒言 　慈愛と家庭 　前編 　第一章 　不良少年に対する思潮 　第二章 　不良少年の実情 　第三章 　不良少年発生の原因 　第四章
　不良少年の根治策 　後編 　第五章 　子爵の若殿 　第六章 　
猫ねこ
取とり








引用者） 　第十章 　活動写真から強盗へ 　第十一章 　目先の愛が一生の過ち 　第




り 　第十六章 　職業婦人 　第十七






















































ゴドウィンはまた、無政府主義をはじめて理論づけた思想家であり、クロポトキンとの間に多く 類似点がみられ という（ 「訳者序」 ） 。内容の概略は
─







































第一部 　現代の階級 　一 　国内階級と国際の階級 　二 　社会問題の中核 　三 　社会連帯に就いて 　第二部 　階級の考察 　四 　
職業の尊卑を論ず 　五 　階級の本質 　六 　階級の客観的基礎 　七 　階級の
周しゅう
流りゅう









であり、両三年のあいだに書いた記事をあつめたものという（ 「覚え書き」 ） 。
内容の概略は
―
第一章 　社会学上の二、三の問題 　第二章 　社会革命と農民運動 　第三章 無産階級の知的勝利と知識階級 　第四章 　水平運


























一 　小作争議の発端 　二 　模範村長の告白 　三 　小作人の訴へ 　四 　吾国に於ける小農階級の不安 　五 　天地の配剤 　六 　地




















とめたも という（ 「例言」 ） 。
本書は四四二頁もある大 である。内容の概略は
―










第二編 　第一章 　小作制度概論 　第二章 　小作の種類 　第三章 　契約の実際 　第四章 　小作料
及および
其そ
の決済 　第五章 　小作地に関する制限 　第
六章 　小作地の売却 　第七章 　小作敷金及小作料前納制 　第八章 　地主の小作人保護
第三編 　新小作制度論 　第一章 　新制度概論 　第二章 　小作法案論 　第三章 　地主の受くる影響 　第四章 　小作人に及す影響 　第五章 　法案全


































第一部 　近世社会主義 　緒論 　社会主義の本質
並ならび
に諸目的 　第一篇 　資本主義的経済序部の批判 　



























講堂といったところで使われた。一方、政府当局者は、 “社会主義的思想”や“社会運動”をひじょうにきらい、それを抑圧するために、 “社会主義は悪いものだ” きめつけ、国民の頭のなかに危険思想と て染み込ませた。
社会主義は、共産主義とすこし異なるのである。社会主義は、生産財を社会または国家の所有とするが、消費財は個人の所有である。また共産
主義では、 「働かざるものは食うべからず」というが、これは社会 の原則でもある
またふつう空想的社会主義の代表者と て、フランスのサン・シモン フーリエ、イギリスのロバート・オーエンの名をあげる とが き
が、いったい“空想的社会主義”とは何のこと 。著者によると そ マルクス以前の社会主義思想のすべて
―
マルクス以後の社会主義思想







第一編 　総論 　第一章 　社会思想の変遷及系統 　第二章 　経済及政治組織の形態 第三章 　社会政策の主義及観念 　第二編 　
（0）12












































るという（ 「訳者の序」 ） 。
内容の概略は
―
第一章 　此書の目的 　第二章 　歴史的唯物論と哲学的唯物論 　第三章 　此 学説の内容 　第四章 　実例の説明 　第五章 　科学、






























第一章 　空想的社会主義者の見地 　第二章 　科学的社会主義の見地 　第三章 　無政府主義理論の歴史的発展 　第四章 　プルウ




















どこしたと語っている（ 「序」 ） 。
項目はぜんぶで二十五ある。内容の概略は
―
　一 　緒言 　二 　社会契約説の特色 　三 　グロチウス及びアルトシウスの社会観 　四 　ホッブス














第一章 　日本社会史の観念 　第二章 　氏族制度の社会 　第三章 　群縣制






























第一章 　社会理論の様式 　第二章 　名称とその意義 　第三章 　機能の原理 　第四章 　協同の様式と動機 　第五章 　国家論 　第































第一章 　緒論 　第二章 　婦人の地位の変遷 　第三章
　資本主義と家庭の破壊 　第四章 　近代社会と離婚の増加 　第五章 　
売ばい
淫いん
































































第一編 　特殊部落の歴史的考察 　第一章 　特殊部落の史的背景 　第二章 　上代日本の奴隷制度 　第三章 　特殊部落の起原とし
ての中古賤民 　第四章 　穢多の名の源流 　第五章 　特殊部落の形成時代 　第六章～第七章 　徳川時代に於け 穢多非人の制度（上 （下）
第二編 　特殊部落の現在と水平運動 　第一章 　穢多非人の解放と其の効果 　第二章 　特殊部落の現状と其の社会的地位 　第三章 　特殊部落差別









































































he State and the N
ation
” 






序説 　第一章 　原始社会組織 　第二章 　族長社会 　第三章 　獣類の馴化 　第
四章 　種族
若も
しくは部族組織 　第五章 　農業と氏族 　第六章 　初期の商工業とギルド 　第七章 　































































一 　社会進歩の定義 　二 　社会進歩の内容的二特徴 　三 　社会改良に於ける煽動思想家の位置 　四 　社会改良と輿論 　五 　社






























第一章 　少年期と青年期 　第二章 　処女作、一 　ヂュネーヴ住人の手紙、一八○二年 　第三章 　困窮と著作時代、一八○二年
―
一八一四年 　第四章 　実証哲学 　第五章 　『ヨーロッパ社会の改造に就きて』サン
･ シモンとオーギュスタン・チェリー 　第六章 　晩年期と著書、
一八一四
―






らましを語りつくしてい ので、本書は初学者の手引として役に立つはずであるという（ 「自序」 ） 。
内容の概略は
―
第一講 　資本制度の発達と其運命 　第二講 　初 の社会主義 　第三講 　過渡期の社会主義 　第四講 　無政府主義 　第五講 　ラ














































の汽車旅行 　赤都モスクワ 　露都で見聞した人 　示威運動 　演劇 　絵画 　博物館





















第一編 　過去の日本 　一 　人生の基調 　二 　祖先の信仰 　三 　日本民族精
神の発露 　四 　徳川幕府の政治 　五 　明治維新 　第二編 　現代の日本 　一 　日本の社会主義運動 　二 　日本の労働組合運動 　三 　日本の農民運動




























































い存在として誤解している。が、警察はもっともたのもしい、もっとも親しい所であるというような考えをもってほしい、という（ 「はしがき」 ） 。
内容の概略は
―
警察の話 　警察と警察官 　警視庁の組織 　警察署警察分署の組織 　警部補派出所と巡査部長派出所 　巡査巡出所と巡査駐在所






























































































第一章 　序論 　第二章 　本能の性質と人間心意の構成上に於ける本能の位置 　第三章 　人間の主要な諸本能と基本的な諸情緒
　第四章 　一般的
即すなわ
ち非種別的な先天的傾向 　第五章 　情操の性質と若干の複雑情緒の組織 　第六章 情操の発達 　第七章 　自己意識の成長と自



































向 　第一章 　現実社会の生活 　第二章 　世界改造 大勢 　第三章 　世界秩序変化の原因
　第四章 　現今社会人の人生観 　第二篇 　社会理想論に於ける理想主義的理念と社会主






































































人間の本能と社会改造の基調 　社会主義の宗教的信仰から科学的建設へ 　社会主義思想と労働組合運動 　共産主義者としての










か私通か売淫によっておこなわれる。人間が“結婚”と った観念を創造したのは、後代においてである。人間はなんのために、また ぜ結婚するの 。
この点に関して、著者は何も語っていない。が、その原始的な意義に いては、特定の男女が、排他的 性的交渉の便宜をえ 目的で、永続的
に同棲す ためである。売淫というものが人間社会に出現した動機は、旅行者や戦争により遠征する者に、慰安を提供す ためであった。
ヨーロッパ 古代の戦争においては、婦女子をともない 陣中で兵士の相手をさせた。旅行者は他郷において、孤独のさみしさ 悩むことが多





















  同 　（一○九 五四○












































































第一章 　社会政策の意義 　第二章 　社会問題の解決に関する思想 　第





























第一 　その梗概 　第二 　工場組織と従業員の階級 　第三 　女工募集の裏表 　第四 　
雇こ
傭よう









第十一 　病人、死者 惨虐 十二 　通勤工
第十三 　工場管理、監督、風儀 　第十四 　紡織工の教育問題 　第十五 　娯楽の問題 　第十六 　女工の心理 　第十七 　生理並に病理的諸現象 　第
































































序言 　マルクス文献とマルクス書読 　第一章 　マルクスの性格 　第二章 　マルクスの世界観 　第一節 　自由の闘争者の理想主





























eneral Sociology, an E




ent in Sociological T
heory from






第一章 　社会学の主題 　第二章 　社会学の定義 　第三章 　社会学の衝動 　第四章 　社会の条件 　第五章 　社会結合と社会過程




な貢献よりも、むしろ方法論上にある。社会学の専門家に、進むべき新たなる方向をしめした点にあるという（ 「序」 ） 。
波多野鼎の『社会思想史』 （大正
1・９）は、近代の社会主義思想の発展について叙述したものである。本書は、三編にわけられている。第一
編は、十九世紀の社会主義思想の背景と、空想的かつ科学的社会主義のおおよその観念を明らかに ている。第二編では、フーリエ、オーエン、サン・シモンらの思想について叙述し、第三編では、マルクスやエンゲルスの著作や運動のあとをたどったのち、唯物史観や科学的社会主義が予想する社会のかたちを明らかにし いる（ 「序」 ） 。
内容の概略は
―
第一編 　十九世紀の社会的現実と空想的及び科学的社会 義 一 十九世紀の社会的現実 第二章 　空想的社会主義と科
















第一章 　緒論 　第二章 　
民デモクラシー
主思想
　第三章 　社会問題 　第四章 　現代社会問題の起源 　第五章 　貧乏問題 　第六章 　社会運動
の発達 　第七章 　社会主義と社会政策 　第八章 　国体と民主思想 　第九章 　皇室と社会問題 　第十章 　国難と皇室 　第十一章 　皇室の進歩性十二章 　皇室と社会事業 　第十三章 　現代 問題と
勤きん
倹けん




































































神々 　二 　高天ヶ原とトルコ人の宗教 　三 　
高天ヶ原と蒙古人（
B












































































第一章 　社会主義の本質的意義 　第二章 　マルクス以前の社会主義


























































































































































































































第一章 　農村社会問題の意義 　第二章 　小作争議に関する考察 　第三章 　小作組合の近代的色彩 　第四章 　地主組合の実質
並ならび









　第一篇 　第一章 　ロシア社会主義運動史 　第二章 　デカブリスト研究 　第三章 　ロシア
社会運動史上の二潮流 　第四章 　ロシア労働運動史 　第五章 　ロシア無産政団綱領研究 　第六章 　ロシア社会民主労働党の分裂と発達 　第七章 　ニコライレーニン伝 　第八章 　労農ロシアとアナアキスト 　第九章 　労農ロシアとＩ・Ｗ・Ｗ 　第十章 　労農ロシアに於ける労働者教育
















第一章 　序論 　第二章 　労働及び思想に於ける社会的伝統 　第三章 　団体協同 　第四章 　観念及び事実としての国民 　第五章
（58）95
　国民的協同の統制 　第六章 　自由業団体 　第七章 　自由 　第八章 　権利、名誉及び独立 　第九章 　世界的協同 　第十章 　立憲君主政体 　第十一












第一章 　中世の没落 　第二章 　農民の反乱 　第三章 　国民的及び異端的＝社会的運動 　第四章 　一五一六＝一五三五年に於け





















条件 　三 　対象と端初 　四























第一講 　マルクスの生涯及び事業 　第二講 　マルクスの唯物哲学説 　第三講 　マルクスの唯物史観説 　第四講 　マルクスの国
















第一章 　群衆の一般的性質 　第二章 　群衆の感情並に道徳 　第三章 　群衆




第八章 　群衆の意見の変化範囲 　第九章 　各種群衆の分類 　第十章 　犯罪的群衆の諸性質 　
第十一章 　陪審官の群衆性 　第十二章 　選挙上の群衆 　第十三章 　合議上の群衆
―
である。
















































第一篇 　近世村落発達史概論 　第一 　村落の構成 　第二 　村落の外部的関係 　第三 　村落の社会生活 　第四 　明治維新と村落






















引用者） 　ギルド社会主義 　ギルド社会主義と国家及び自由 　ナショナル・
ギルド問答 　信用社会主義 　モリスの芸術的社会主義 　日本の社会主義
―
である。
日本における社会主義運動の起源 明治十五年（一八八二）のことであり、樽居藤吉という人が“社会党 組織 くわだて ときに始まる。










第一章 　社会問題の意義 　第二章 　社会政策の基調 　第三章 　社会政策の主









































esellschaft und Staat ）を反訳したものである。
内容の概略は
―
一 　民族の概念 　二 　民族の生成 　三 　性格共同態としての民族と原語共同態としての民族 　四 　民族共同態と宗教共同態 　







世界大戦以後であるといい 本書は「簡単に日本に於ける労働運動 史的発展を記述したもの」 （ 「小引」 ）とのことである。
内容の概略は
―
緒論 　第一篇 　明治時代の労働運動 第一章 　明治時代前期 第二章 　明治時代中期 　第三章 　明治時代後期 　第二篇 　大正






























第一章 　自然科学と社会科学 　第二章 　共産主義撲滅論 　第三章 　マルクスと物理学 　第四章 　哲学及び自然科学より観たる
マルクスの十五大欠点 　第五章 　過激社会運動取締法案に対する反対論の厳正批判 　第六章 　無智と毒悪を暴露せる無産政党綱領 　第七章 　資本主義矯正の真締 　第八章 　
噫ああ














































序 　第一章 　マルクス価値説の役目に関する通俗の誤解 　第二章 　マルクス社会主義の要領 　第三章 　唯物史観 　第四章 　生
産集中説 　第五章 　中産階級衰滅論 　第六章 　貧困増大説 　第七章 　労働者生活状態の統計的観察 　第八章 　マルクス以前の階級闘争観念 　第九章 　マルクス階級闘争説



















えば、 “小作問題”であった。本書は、小作問題の原因より発展の状態について示し、さらに地主と小作との戦いの実況、その解決の方策などについて記したものという（ 「序にかへて」 ） 。
内容の概略は
―
序文 　第一章 　小作争議の大勢 　第二章 　小作争議の発生原因 　第三章 　小作争議目標 進化 　第四章 　小作争議と労働争議
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序文 　第一章 　唯物史観の科学的形態 　第
井原糺著『マルクスの唯物史観』。
（）87





















































































































序 　例言 　引用書目 　第
一章 　奴隷の起原 　第二章 　奴隷の定義 　第三章 　世期の区別 　第四章 　上世期
甲こう
部奴隷の種類 　第五章 　上世期甲 　第六章 　上世期
乙おつ
部奴隷の
種類 　第七章 　上世期乙部通論 第八章 　中世期奴隷の種類 　第九章 　中世期通論 　第十章 　近世期奴隷の種類
第十一章 　近世期通論 　第十二章 　三世期奴隷の概数 　第十三章 　奴隷境遇の概要及ひ服装の有無 　第十四章 　奴隷種類表 　第十五章 　奴隷系






























本書は、 「天篇」 「地篇」 「人篇」の三部から成っている。内容の概略は
―
天篇 　一 　新しい支那の思想的傾向 　二 　支那印象の改造 　三 　愛国運動



































































































































アルバート ・ ガロウェー ケラー著志水義暲訳








































































































































シモン ・ エヌ ・ パツテン著秋葉隆訳










ハーバート ・ スペ サー著鈴木栄太郎訳






































チャールズ ・ エイ ・ エルウツド著宮崎市八訳








































































レスター ・ エフ ・ ウォード著石川功訳





































































































エミール ・ デュールケ ム著松本潤一郎訳
  「社会学の沿革」 （
L












































































































大道和一の『社会心理学』 （大正２・７）は タルド（仏） 、ギィディングズ（米） 、ロッス（米）など、欧米大家の著述に多くを負っていると
いう（ 「凡例」 ） 。ところで“社会心理学 とは何んのことか。その沿革をたどると、十九世紀初頭にさかのぼり、フランスおいてはタルドやル・ボンなどの学者がすでに社会心理学を唱えていた。
著者によると、社会心理学とは、社会心（個人心および二個以上の人心の交叉作用）の実在と行動の理法（法則）を研究対象とするものという。
この学問は、心理学と社会学との中間に位置し、 “民族心理学” “国家心理学” “群集心理学” 呼ぶ学者もいる。
内容の概略は
―
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緒言 　第一章 　平民政治的貴族政治及び貴族政治的平民政治 　第二章 　社会的闘争の倫理的装飾 　第一篇 　首領原因論 　第二
篇 　首領の事実上統御の性質 　以下省略する
―
である。
注（１）六本木久雄「思出すまゝに」 （茂木実臣編著『急進愛国主義の理論的根拠
︱
高畠素之先生の思想と人物』所収、大空社、平成十一年七月） 、八八頁。
